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背景：分布
アルファルファブラムシ
Therioaphis (Pterocallidium) trifolii (Monell, 1882)

• アブラムシ科マダラアブラムシ亜科に属する一種

• アルファルファやクローバー類などマメ科牧草を加害

• ヨーロッパ、地中海沿岸、西アジアが原産（『Aphids as Crop Pests』）

• 外来種として南北アメリカ大陸、南アフリカ、オセアニア、
東アジアなどに分布を拡大（『Aphids as Crop Pests』、Liu et al. 2021）



背景：分布

国内における分布

• 1940年代に初めて確認。

• 九州～関東以南に分布。

• 北日本では未確認（鳥倉，2012）

本研究①：

北海道内で分布を調査

矢野ら（1982），浜崎（1983），
宗林（1990），杉本（2003），
高橋ら（2003），杉本（2019），
演者（未発表）より作成

←赤：記録のある都府県



結果：北海道内の分布
• 道内各地でマメ科草本に寄生するアブラムシを調査

• 複数の市町村でアルファルフアブラムシを確認

地域 時期

オホーツク 遠軽町 2020年7月

石狩 札幌市 2020年8月

石狩 江別市 2021年8月

空知 滝川市 2020年8月

上川 旭川市 2020年8月

上川 比布町
2020年8～10月
2021年10～12月

十勝 芽室町 2021年8月 ↑赤：確認された市町村

北日本からアルファルファアブラムシを初確認



結果：北海道内の寄主植物
• 雑草のシロツメクサまたはコメツブウマゴヤシに寄生

• マメ科牧草等の栽培植物での自然発生は未確認

地域 時期 寄主植物

オホーツク 遠軽町 2020年7月 コメツブウマゴヤシ

石狩 札幌市 2020年8月 シロツメクサ

石狩 江別市 2021年8月 コメツブウマゴヤシ

空知 滝川市 2020年8月 シロツメクサ

上川 旭川市 2020年8月 シロツメクサ、コメツブウマゴヤシ

上川 比布町
2020年8～10月
2021年10～12月

シロツメクサ

十勝 芽室町 2021年8月 コメツブウマゴヤシ



背景：生活環

アルファルファアブラムシの生活環

• 世界の温暖な地域：胎生越冬する不完全生活環型

単為生殖を
繰り返す

一年中

無翅胎生♀

有翅胎生♀



アルファルファアブラムシの生活環

• ヨーロッパや北米の冷温帯：卵越冬する完全生活環型

背景：生活環

有翅♂

無翅卵生♀

単為生殖を
繰り返す

春～夏 秋～冬

無翅胎生♀

有翅胎生♀

交尾

卵

有
性
世
代
の
出
現



背景：生活環

国内におけるアルファルファアブラムシの生活環

• 鳥倉（2012）は“北日本では見られないことから不完全生活環
と思われる”と推測

• 既発生地の関東以南（三重県と静岡県）では胎生越冬が確認
（宗林，1990；演者，未発表）

• 国内では不完全型のみと考えられ、完全型は未確認

• 一般に、アブラムシの耐寒性は、卵越冬 >胎生越冬

寒冷地：完全型が優占

暖地 ：不完全型が優占 （『アブラムシの生物学』）

• →北海道のアルファルファアブラムシは完全型が予想される。

本研究②：北海道内で生活環を調査



結果：北海道内の生活環

比布町の個体群を調査

有翅♂

無翅卵生♀

単為生殖を
繰り返す

6～8月 9～12月

無翅胎生♀

有翅胎生♀

交尾

卵

有
性
世
代
の
出
現

アルファルファアブラムシの完全型が国内初確認

→卵越冬する完全生活環型



考察

本研究①：アルファルファアブラムシが北海道に分布

本研究②：北海道には完全型の系統が存在

北海道を含む北日本に本種が未発生だった理由は？

• 既発生地（関東以南）からの北上の可能性は低いのではないか。

• これまでは寒冷地で不利な不完全型しか国内にいなかったので、
北日本には定着できなかったのではないか。

• 完全型系統が国外から新たに侵入し、これまで定着できな か
かった北海道で発生するようになったのではないか。

• 侵入先の1つである中国：国内個体群が3つの系統に分類→本種
が複数の経路で侵入した可能性が示されている（Lie et al. 2021）。

• 既発生地（関東以南）の不完全型
とは異なる系統。

• 寒冷な道内では完全型が優占する
ものと考えられる。



考察

本研究では

• 道内のみで分布を調査

• 雑草のマメ科植物のみで確認

今後の研究では

• 北日本の他地域における分布

• 他のマメ科植物に対する寄主範囲

• マメ科牧草圃場における発生状況

の調査が必要

本種を発見された方は情報提供
いただけますと幸いです。
sasaki-daisuke@hro.or.jp
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